令和３年　２月度役員会議事録
令和３年２月８日（月）午後５時１５分～６時１５分
出席者：役員１１名（欠席　石田、松岡、島田、小池、
高山の各理事）
令和３年２月度の役員会を始めるに当たり、荒井理事長より「定刻になりましたので、役員会を始めたいと思います。定時総会は１月２９日（金）に無事終わりました。有難うございました。早速、報告事項から入りたいと思います」との挨拶があり、報告及び審議に入った。

1． 報　告　事　項
 １）令和３年度（第８４回）総会収支
事務局より上記につき、次の通りの報告があった。
　　総会出席者数　組合役員１４名（川崎、浅井各役員）、組合特別２名（ゾンネ、マイステック）
出席組合員１名（木村氏）、委任状４５名、回答なし1名　　総数６３名
　　
　　総額　２４，１２３円（セミナールーム室料、マイク２本、飲み物代）
　（予算　６００，０００円）
　　
２）組合費支払遅延状況
　　事務局より１月末時点での回収状況は、まだ始まってから、１か月しか、経っていないので、大きな違いは見当たらない。
４）共助会報告
荒井共助会委員長より、故高山弘氏には、死亡見舞金１０万円を支払うが、未払い費用を差し引いて、
８２．９千円を持って行くことになる。
５）UDI報告

飯田理事より、一部間違いがあるので、訂正することになるとの報告があった。

６）その他
　　１　第８４回総会は、１月２９日に行われ、昨年の１２月に森山理事が辞められ、1名減の１６人体制で、
　　　　荒井理事長のもと、第６期目に突入した。
　　２　昨年の１１月から特別会員として、入会している金井しのぶ氏は、手始めに日本医療機器協会に取引
　　　　の糸口を求めたが、今一歩前進するのが難しく、一般社団法人　日本医療機器工業会へ窓口を拡げた
　　　　ら、協力が得られそうで、さっそく、３回シリーズものを企画立案してくれている。田中副理事長も
　　　　賛同しており、何とか。これを機会に、一歩前進したいものである。日本鋼製医科器械同業組合として
　　　　も、アンケートを切っ掛けに、何とかJTOOLの助けになるようにしたい。
３　(有)鈴木医科器械製作所の鈴木秀夫代表が、昨年の１１月に突然亡くなったが、従業員だった高木敬治
　　氏が引き継ぐことになったらしい。千葉県庁とも話をしており、今の段階では、１社退会として処理しているが、書類はすべて整っており、あと１か月ほどで、許可が下りよう。もし、そうなれば、
　　６３社から６４社になることになる。有限会社の承継となるので、入会金は免除されることを確認済み
　　である。

４　昨年の７名に対する表彰は、無事、皆さんの手元に届き、包装に苦労したが、喜ばれているようである。
　　総務部の高山理事の即日機動力で記念品の調達は解決しました。

５　森山哲郎氏が年末、退会した際、耳鼻部会は石井新一氏、石井由喜男氏、本間一吉氏の３人だけが
　　残ることになったので、耳鼻部会をやめ、無所属へ転部としたが、故鈴木秀夫氏の引継ぎ者である
　　高木敬治氏は、同じく無所属とするかどうか、決めたい。

　　
　　　　　
2． 審議事項
特になし。
　　
　　　次回役員会開催日：　令和３年３月８日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上記報告及び審議を終了し、議事録を作成して午後６時１５分に役員会を終了した。
　　令和３年　２月　８日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　理事長　　　　荒井　　豪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　　　久保　　優
